
このコーナーは、会員企業をたずね、物流業界で働く女性社員に業務内容や、
職場の取り組み、個人の抱負などを語ってもらうコーナーです。

会員企業をたずねる
女性の力、女性の声

はもちろんありますが、お客様の事業発展の貢献に
つながる提案ができることは学びが多く刺激的で
す。

――仕事をする上で、心がけていることやモットー
を教えてください。
　お客様からのご要望に対しては、決して「できな
い」と言えません。常に最適解を導き出すためにも
アンテナを広く張り巡らせ、担当分野のみならず幅
広い知識を習得するよう心がけています。また、自
分が得た経験は、似たような事案があったときに再
現性が持てるよう整理し、知見として蓄えるように
しています。

担当業務を通じ会社の発展に貢献
――現在の課題を教えてください。
　現在の職場は、経験豊富な所長や先輩、入社間も
ない後輩までの７人体制です。社歴的に私がちょう
ど真ん中の位置にいるため、チームにおけるバラン
サーの役目を期待されていることを感じています。
また、競合他社がひしめく中でお客様から当社を選
んでいただくには、プラスアルファの提案が重要で
あることを実感しています。お客様に最適な提案、
さらに付加価値を感じていただける提案をするた
めに、業界の会合や現場視察などを通じて情報収集
に努めています。

第44回

PROFILE
2019年、総合職として入社。半年間の新人研修を受講後、IoT新規
事業関連部署に配属され、スマートパレット®の開発・拡販サポー
ト業務に携わる。2021年、業界別のパレットレンタルを推進する
広域営業所に異動し、ペットフードや宅配水等さまざまな業界を
担当する。2023年、東京第一営業所に異動し、現在に至る。フィリ
ピン出身、5歳から日本在住。「当社の事業や仕事を通じてさまざ
まな業界を知ることができ、自分の成長につなげられていると感
じています。チャンスがあれば海外勤務にも挑戦したいです」

物流事業本部 東日本エリア営業部 東京第一営業所

ナリオ　フェイさん

ユーピーアール株式会社

知識を広げ、お客様の提案に生かす
――入社の経緯と入社後の経歴を教えてください。
　実は就職活動を始めるまで、物流業界についてよ
く知りませんでした。しかし、さまざまな業界研究
を進める中で、物流がさまざまな業界にもかかわっ
ていることに興味を持ち、パレットレンタルを行う
当社を志望しました。入社して最初に担当したの
は、当時、開発が進んでいたスマートパレット®の
開発・拡販です。営業担当者に同行してお客様から
のご要望をうかがい、対応策を提案する仕事は、物
流の知識を習得するのに大変役立ちましたし、学生
の時に感じていたIoTやAIに対する苦手意識の払
しょくにも効果がありました。２年後に異動した広
域営業所は、担当エリアや予算は持たず、担当業界
をターゲットにアプローチする部署です。さまざま
な業界の特性や悩み事に対応する提案に取り組め
たことは、自分のキャリアを築く上でとても良い経
験だったと思っています。

――担当業務について教えてください。
　パレットレンタルの提案を主に行うエリア営業
部門にて、私は千代田区、港区、中央区等を担当して
います。このエリアは企業の本社が集中しているた
め、現場の課題に対応する提案というよりも、お客
様の事業の先を見据えた提案が多くなります。その
分、勉強が必要ですし、予算に対するプレッシャー
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会社概要

ユーピーアール株式会社

東京本社：東京都千代田区内幸町1-3-2 内幸町東急ビル12F
宇部本社：山口県宇部市寿町3-5-26
設　　立：1979年
代　表　者：代表取締役 社長執行役員　酒田　義矢
拠　点　数：国内14拠点　海外５拠点（4カ国）
従業員数：連結228名、単体195名（2024年８月現在）

【事業概要】
　パレットを中心とした物流機器のレンタルをコア事業とし、物流DXソリューション、ビークルソリューション、アシス
トスーツ開発などの次世代対応型ビジネスを展開。「お客様の最前線をDXとシェアリングで支えるスマートカンパニー」
として、今後も物流の未来に資する研究開発を進め、人々の暮らしの維持に欠かせない物流を取り巻く人手不足などの社
会的課題解消や循環型社会の実現に向けて挑戦し続けている。

――どんなときにやりがいを感じますか。
　お客様へのご提案が採用され、当社のパレットレ
ンタルの利用を開始された企業様の商品を、スー
パーやコンビエンスストアで見かけたときです。
　また、後輩たちには、自身の背中から何かを感じ
取ってもらえるような営業パーソン、そして皆の手
本となる社会人になりたいと考えています。こうし
た思いから、後輩が成長した姿を目の当たりにする
と、自分のことのようにうれしくなります。

――ワークライフバランスについて心がけている
ことを教えてください。
　基本的に休日はどこかへ出かけたり習い事など
をしたりして過ごしています。最近は着付けを習っ
ています。1年前に結婚した際、夫と休日の使い方や
家事の分担などライフスタイルについて話し合い
ました。現在も何でも話し合うようにしています。
オンとオフの充実が仕事にもプライベートにも良
い影響を与えていると感じています。

――今後の抱負を教えてください。
　今後も後輩のお手本となれるよう努めていきた
いと思っています。また、営業のみならずさまざま
な業務の経験を積み、物流のあらゆる課題解決のた
めソリューション提案企業を目指している当社の
発展に貢献していきたいと考えています。

――ありがとうございました。

東京本社

旦那様と浴衣で２ショット

休日は着物で外出することも

着物を着ると
気分が上がり
ます！
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